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スポーツフロアーの維持管理の基本

（１） 床表面を清潔に保つ ⇒ 清掃管理

（２） 床表面の光沢、滑りを最適な状態に保ち、床を傷つけない ⇒ 保護

（３） 破損個所は放置せず、早急に直す ⇒ 点検及び補修

（４） 経年劣化 ⇒ 改修（リフォーム）

スポーツフロアー
の維持管理

清掃管理

保守管理

改 修（リフォーム）

日常清掃

特別清掃（定期清掃）

保 護

点 検

補 修



１．日常清掃の概要
① 床表面の土砂、ほこり、ゴミ、汚れの除去が日常清掃の基本

・仕上げ塗装の発達・塗料の進化により、仕上げ面は10年位の耐久性を持っている。
しかし、日常清掃が適切でないと耐用年数が短縮し、使用中に思いがけない事故を引き起
こすこともあるため、管理者は清掃について万全を期さなければならない。

② 体育館モップによる押し拭き清掃が主体で、集められた土砂・ほこり、ゴ
ミ等の除去には電気掃除機等で吸い取るようにする。

・ほこりやゴミがある状態でクリーナー拭きをすると、濡れたほこりが床に付着して、取れ
にくくなることがある。

・体育館の床で使用される体育館モップとしては、吸塵ペーパーモップ（不織布・使い捨て
タイプ）、モップ糸に吸着剤を噴霧するタイプ等、それぞれの特長を持った体育館用モッ
プが市販（リース）されている。

・ほこりが床に付着して取りにくいときは、押し拭きした後、溶剤タイプのクリーナーによ
るモップ拭きを行う（洗剤には界面活性剤が含まれているため、洗剤分はよく拭き取
る。）

Ⅰ．清掃管理



＜体育館用モップ＞

◆カラ拭き用モップ
（巾60cmから90cm）
で柄（ホルダー）と
モップ糸が別になっ
ているものが使いや
すい。

※不織布と柄（ホル
ダー）の組み合わせ
でも可

③モップによる清掃方法方

⇒体育館フロアーの床材の張り方向に向かってモップをかける。

⇒一方向で集めた ほこり等は掃除機等で吸い取る。

⇒下の図の通り①～⑩の順番でモップかけを行う。
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④日常清掃時の水拭き禁止

＜禁止事項＞
・清掃時には水拭きを避ける。

＜理 由＞
・摩耗や割れにより、木の素地が出ている部分から水が浸透し、膨張・反り・変色の原因
となる。

＜汚れ除去のために水や洗剤を使う場合＞
・堅絞りのモップや雑巾で拭き、汚れの除去後は乾いた布で水分を拭取ることが重要。

２．特別清掃の概要
＜理 由＞
・日常清掃を行っても、それだけでは取りきれないほこり、シューズ等によるラバーマーク、

ラインテープの「のり跡」などが長い間に蓄積してきます。
また、特に激しいスポーツを行った後には、汗その他による汚れが残り、集会や催し物に
使用したシートの汚れが残ることもあります。このような場合にも特別清掃が必要です。

＜頻 度＞
・通常2～4ヶ月に1度、定期的な特別清掃が必要となります。

＜方 法＞
・特別清掃は、スポーツフロアー専用クリーナーを使用して、床面の汚れをきれいに拭き取
ります。



＜汚れの種類と除去について＞

（1）粉状汚れ（ほこり）
物に付着させたり吸い取って除去（空拭き、水拭き、集塵処理済みモップ拭き、掃除機が）

（2）水溶性（水に溶ける）汚れ
水に溶けたり分散しやすい汚れであるため、水で除去する（水拭き、水洗い）

（3）油脂性汚れ
水で溶解しないため、洗剤を利用し除去する（洗剤拭き、洗剤洗い）

（4）固着物（ガム等）
木製床表面にかさ高状に付着しているため、洗剤洗いのみでは容易に除去できない。その
ためヘラ（ケレン）で削り取るなどの物理的作業との併用になる。冷却スプレーで凍らせ
て(固めて）とることも可能。

（5）松脂の汚れ

ハンドボールやパラスポーツの車椅子競技は松脂の使用が頻繁にあるため専用クリーナー
で落とす。

（6）その他の汚れ物質

汚れの性質はさまざまで、汚れの種類に合わせて酸・アルカリ・溶剤・漂白剤などの薬
剤・溶剤で除去するが、汚れによっては強い薬剤を用いることもあるため、取り扱いに
は十分注意し素材を傷めないことを確認したうえで作業を行う。



＜シンナーなどの取扱い＞
塗膜には溶剤やアルカリに弱いものがあり、溶剤を含んだ強い洗剤を使用すると塗膜を傷める

ことがあるので、十分注意する必要があります。
ラッカーシンナーなど溶解性の強い溶剤は塗膜を傷めるので使用しないでください。

＜取りにくい汚れ＞
塗膜に吸着・浸透してしまった汚れは取りにくくなります。例えば、保護シート、机や椅子脚

部のゴム、濡れた新聞紙などからの転色による汚れの除去は困難となります（転色する物質を含
まない物を使用）。
また通常の汚れでも、塗膜が磨耗したり、フローリングが傷ついたりしていると、汚れが木部

の傷や隙間に浸透し、取れなくなる場合があります。

＜溶剤と洗剤の違い＞

・溶剤とは汚れを溶かし、落とすための薬剤です。

・洗剤は汚れを界面活性剤などで包み込んで浮かせるための物である。



汚れの種類 処 置

ラインテープ跡の汚れ ベンジンまたは溶剤タイプのクリーナーを布に染み込ませて拭き取る。シン
ナーなどの溶解性の強い溶剤は塗膜を傷めるため注意する。

ラバーマーク、靴底に
よるワックス、油類の
持込み

溶剤タイプのクリーナーで拭き取る。（松脂や車椅子競技のタイヤ痕を含む）

チューインガムの付着 塗膜面が傷まないよう、まずはパテナイフのようなもので取り除く。残った汚
れは溶剤タイプのクリーナーで拭き取る（専用クリーナーもある）。

ジュース・清涼飲料水
による汚れ

気がついたらできるだけ早くかたく絞ったモップや雑巾で拭き取る。
取りにくい場合は中性洗剤を使用し拭き取る。

炭酸マグネシュウムに
よる汚れ

水拭きで除去する。
取りにくい場合は中性洗剤を使用し拭き取る。

フロアーシートによる
汚れ 汚れが目立つ場合は溶剤タイプのクリーナー拭き取る。

血液による汚れ 余分な血液を拭き取り、弱アルカリ性の洗剤をスポンジに付けて拭き、タオル
で吸い取る。酵素入り洗剤も効果がある。

＜汚れた時のアドバイス＞



（1） 水分と湿気（膨張・反り・変色）
（2） 土砂、ほこり（表面の摩耗・キズ）
（3） ワックス（床の特性がなくなる）
（4） 尖った硬いものの落下（へこみ・破損）
（5） 過大な荷重（破損）

１．保 護
木製床はスポーツフロアーの床材として優れた性能を持っていますが、一方で柔らかく傷つき

やすい特徴があります。性能を維持し続けるためには、性能を損なう原因を日常的に取り除くこ
とが必要となります。木製床を傷つけ、性能を劣化させる主な要因として、
以下の5つを挙げることができる。

Ⅱ．保守管理



２．点 検

＜点検の頻度＞
①日常点検

安全性を主体に日常的に点検する。

②定期点検
年に２回以上を目安に、簡易診断シートを使用し点検する。
なお、不具合の状況によっては専門業者などに相談することを推奨する。

＜主な点検部位＞

①床面塗装

②フローリング

④床 下

日常点検

定期点検

定期点検

日常点検
③床金具類



簡易診断シート

部 位 ※ 点 検 内 容 点 検 結 果 備 考

①
床
面
塗
装

☆ 床面がすべりすぎますか すべりすぎる 問題なし

☆ 床面がすべらなすぎですか すべらなすぎる 問題なし

ワックスを使用していますか 使用している していない

塗装面の光沢が減少していますか 減少している 問題なし

塗装面が摩耗していますか 摩耗している 問題なし

塗装面に傷がありますか ある ない

塗装面がはがれていますか はがれている いない

②
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

☆ 傷・割れがありますか ある ない

☆ 反り・浮き・目違いがありますか ある ない

☆ 木栓（ダボ）の浮き・抜けがありますか ある ない

☆ 床鳴りする所がありますか ある ない

☆ ゆるみ・たわみがありますか ある ない

ボールが適正に弾みますか 弾まない 適正に弾む

そ
の
他

☆ 床金具類の不具合（ゆるみ、浮き、ずれ等） ある ない

床下の変化（水たまり、湿気、かび臭い等） ある ない

☆ その他不具合 ある ない

点検担当者点検年月日： 年 月 日

※

☆
印
の
項
目
は
日
常
点
検
項
目

◆不明な点があれば専門業者に問い合わせ、早目に相談する。



３．木製床のフロアーの簡易補修









Ⅲ．その他

公認スポーツ施設管理士養成
講習会カリキュラム

公認スポーツ施設運営士養成
講習会カリキュラム

木製床管理者養成
講習会カリキュラム

１．各種スポーツ施設の維持管理
（１）スポーツ施設

（体育館・武道館等）
（２）屋外スポーツ施設

（人工芝を含む）
（３）スポーツフロアー
（４）水泳プール
（５）スポーツ施設の照明
（６）スポーツ施設の音響
（７）芝の造成
（８）スポーツ施設用器具
２．体育施設の劣化
３．スポーツ施設経営論
４．スポーツ施設の責任
５．スポーツマーケティング

１．スポーツ施設のマネジメント
（管理運営概論）

２．スポーツ施設の管理運営
（各 論）

（１）施設活性化戦略
（２）顧客管理
（３）広報戦略
（４）人事管理
（５）財務管理／予算管理
（６）危機管理

３．指定管理制度

４．スポーツ施設におけるICTの
活用

１．木材の性質

２．木製床の構造と特徴

３．木製床の正しいメンテナンス
方法

４．木製床の点検方法
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◆公認資格と講習会カリキュラム案内



◆◆日本スポーツ施設協会主催講習会（令和４年度）

公認スポーツ施設管理士養成講習会
◆主 催 (公財)日本スポーツ施設協会
◆後 援 スポーツ庁(予定)
◆講義視聴期間 2022年10月3日～

16日(オンライン オンデマンド)
◆試験日程 2022年10月27日・28日(いずれか１日)
◆試験会場 国立オリンピック記念青少年センター(東京都渋谷区)
◆対 象 スポーツ行政担当者、公共スポーツ施設関係者等

公認スポーツ施設運営士養成講習会
◆主 催 (公財)日本スポーツ施設協会
◆後 援 スポーツ庁(予定)
◆講義視聴期間 2022年11月2日～

13日(オンライン オンデマンド)
◆試験日程 2022年11月29日
◆試験会場 国立オリンピック記念青少年センター(東京都渋谷区)
◆対 象 スポーツ行政担当者、公共スポーツ施設関係者等

詳細については（公財）日本スポーツ施設協会ホームページ参照（http://www.jp-sfa.or.jp)

役割 必要な条件

・屋外スポーツ施設
・体育館・武道館、
・水泳プール
・音響、照明
・スポーツフロアー
・用器具、
・芝生
など体育・スポーツ施設全般の維持管理に関する
総合的な知識を有して、スポーツ施設の管理者と
して努める者

・満20歳以上の者

・現にスポーツ施設の管理・運営に従事
している、あるいはこれから従事しよ
うとする者

役割 必要な条件

・マネジメント
・顧客管理
・広報戦略、
・事管理、財務・予算管理、
・危機管理など体育・スポーツ施設の運営に
関する総合的な知識を有して、施設の効率的
運営及び活性化に努める者

・満20歳以上の者
・現にスポーツ施設の管理・運営に従事
している、あるいはこれから従事しよう
とする者

資格取得のメリット①：指定管理について、資格取得を条件としている自治体あり

資格取得のメリット②：資格保持者：自治体職員のほか、指定管理者となる民間の団体職員まで幅広く就職

正しい知識の普及啓発のため、スポーツ施設の適切な維持管理運営に資する講習会を、スポーツ庁で後援

http://www.jp-sfa.or.jp/


木製床管理者養成講習会

◆主 催 (公財)日本スポーツ施設協会

◆後 援 スポーツ庁(予定)

◆講義視聴期間 2022年10月3日～16日(オンライン オンデマンド)

◆試験日程 2022年10月27日・28日(いずれか１日)

◆試験会場 国立オリンピック記念青少年センター(東京都渋谷区)

◆対 象 スポーツ行政担当者、公共スポーツ施設関係者等

◆詳細については（公財）日本スポーツ施設協会ホームページ参照（http://www.jp-sfa.or.jp)

＜木製床管理者養成講習会のカリキュラム＞

１．木材の性質（６０分）

２．木製床の構造と特徴（５０分）

３．木製床の正しいメンテナンス方法（６０分）

４．木製床の点検方法（７０分）

http://www.jp-sfa.or.jp/


◆スポーツファシリティーズ保険

・スポーツ施設に特化した保険制度

日本スポーツ施設協会による一括契約
→加入者への割引を実現

レジャー・サービス施設費用保険

例. 子供が観客席
の階段を走って転
倒し、お尻を強打
したため通院した。

施設管理者に賠償責任が発生しない場合で
も、対応費用・見舞費用等を負担すること

により被害を被った場合

メリット

※その他、サイバーリスク保険（指定管理者向け）あり

※ 詳細については（公財）日本スポーツ施設協会ホームページ参照
（https://www9.jp-sfa.jp/sf_insurance/）

施設所有（管理）者賠償責任保険

例.野球の試合を
行っていた球場の
ネットに隙間があ
り、そこから

ファールボールが
飛んでいき、通行
人にあたり怪我を

させた。

スポーツ施設（付属施設、エレベーター、
エスカレーターを含む）の欠陥や施設の指
導員による指導等により他人の身体・生命
を害したり、他人の財物を損壊した場合な

ど

スポーツ災害補償保険

例. テニスの試合
中、ボレーをした
際に転倒しアキレ
スけんをっ断裂し
て入院した。

スポーツ施設内において、施設利用者が練
習、競技もしくは指導中等に障害を被った

場合

1. 施設管理者に賠償責任が発生しない事故でも保障可能
（レジャー・サービス施設費用保険）
他の保険（全国市長会市民総合保障保険制度）には該当
なし

2. 練習・競技・指導中以外の観戦・応援などの事故にも保障

https://www9.jp-sfa.jp/sf_insurance/




本日はご清聴ありがとうございました。

日本スポーツ施設協会では、毎年木製床指導
管理士の養成講習会を開催しておりますので是
非ご参加ください。

詳細に関しましては、協会ホームページより
ご参照ください。https://www9.jp-sfa.jp/

協会ホームページ商品紹介ページ
www.jp-sfa.or.jp/bukai/floor/index.html

https://www9.jp-sfa.jp/
http://www.jp-sfa.or.jp/bukai/floor/index.html
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